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みなさんと力を合せ実現 暮らし応援に背を向ける新年度予算

障
害
者
施
設
に
水
・
毛
布
を

備
蓄
、
防
災
放
送
ス
ピ
ー
カ

増
設
な
ど

日
本
共
産
党
は
、
暮
ら
し

支
え
る
施
策
の
拡
充
を
求

め
、
区
民
要
求
の
実
現
に
力

を
つ
く
し
て
き
ま
し
た
。

防
災
対
策
で
は
、
公
立
の

障
が
い
者
施
設
に
水
や
毛
布

な
ど
災
害
備
蓄
を
配
置
し
、

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
で

あ
る
防
災
無
線
を
２０
ヶ
所
増

設
さ
れ
ま
し
た
。
放
射
能
問

題
で
は
給
食
の
食
材
検
査
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
砂
３
丁
目
に
地
域
密
着
型

介
護
施
設
の
整
備
や
認
知
症

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

増
設
さ
れ
、
大
島
７
丁
目
に

は
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
が
進

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新

砂
に
認
可
保
育
園
が
開
園
、

中
小
企
業
支
援
で
は
景
気
対

策
融
資
の
延
長
に
力
を
尽
く

し
ま
し
た
。

国
保
料
・
介
護
保
険
料
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
使
用
料
な
ど
い
っ
せ
い
値
上
げ

区
長
よ
り
提
案
さ
れ
た
本
区
の
来
年
度
予
算
で
は
、

区
民
の
暮
ら
し
や
営
業
が
大
変
な
中
、
介
護
保
険
料
や

国
保
料
の
値
上
げ
、
文
化
セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
会
館

使
用
料
の
い
っ
せ
い
値
上
げ
な
ど
、
区
民
の
暮
ら
し
応

援
に
背
を
向
け
る
も
の
で
す
。

区
議
団
は
、
江
東
区
財
政
に
つ
い
て
「
本
年
度
も
基

金
の
積
み
増
し
を
行
い
、
７
９
１
億
円
も
の
基
金
が
た

め
込
ま
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
基
金
を
活

用
し
て
「
区
民
負
担
の
値
上
げ
中
止
」
、
「
保
育
園
建

設
」
や
「
入
院
時
見
舞
金
助
成
」
「
重
度
介
護
手
当
」

の
創
設
な
ど
、
暮
ら
し
応
援
の
予
算
と
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
で
苦
労
し
て
い
る
区
内
業
者
の
支
援
に

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
」「
木
造
住
宅
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」

な
ど
助
成
、
「
公
契
約
条
例
」
の
制
定
な
ど
、
経
済
振

興
予
算
の
抜
本
的
増
額
を
求
め
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

す
が
や
俊
一
議
員
は
、
日

給
制
が
多
数
の
建
設
労
働
者

の
賃
金
水
準
は
、
他
産
業
の

年
収
平
均
５
２
３
万
円
に
比

べ
３
９
５
万
円
と
低
く
、
１５

年
間
で
若
年
層
が
１
１
２
万

人
も
減
少
し
高
齢
化
が
加

速
。
区
発
注
工
事
現
場
の
聞

取
り
調
査
で
も
、
２０
年
経
験

者
で
１
日
１
万
１
千
円
な
ど

積
算
労
務
単
価
に
程
遠
い
と

指
摘
。
適
正
な
賃
金
等
労
働

条
件
の
確
保
と
地
元
業
者
の

健
全
な
発
展
を
図
る
た
め

に
、
野
田
市
・
川
崎
市
・
多

摩
市
が
実
施
し
た
公
契
約
条

例
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

区
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
文
化
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ

れ
て
い
る
５０
基
の
自
動
販
売

機
に
つ
い
て
、
業
者
選
定
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
複
数

の
業
者
の
企
画
提
案
の
中
か

ら
、
優
れ
た
提
案
業
者
を
選

定
）
に
す
る
と
と
も
に
、
使

用
料
収
入
（
場
所
の
貸
付
け
）

を
自
販
機
飲
料
等
の
値
下
げ

に
回
す
な
ど
、
利
用
者
に
還

元
す
べ
き
と
提
案
。
施
設
担

当
者
は
、
「
区
民
サ
ー
ビ
ス

（
還
元
）
は
当
然
」
「
市
価

よ
り
安
く
等
、
入
札
条
件
を

検
討
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

区
長
提
案
の
予
算
に
対
す
る

修
正
案
を
提
案
。
区
民
の
暮

ら
し
・
福
祉
を
守
る
予
算
へ

の
組
み
替
え
を
求
め
ま
し

た
。予

算
修
正
案
は
、
歳
出
、

歳
入
と
も
２０
億
８
０
２
万
３

千
円
、
予
算
原
案
に
対
し
１

・
２
％
増
額
し
、
総
額
１
６

３
５
億
７
１
２
９
万
３
千
円

に
修
正
す
る
も
の
で
す
。

修
正
案
は
、
第
一
に
区
民

の
強
い
要
望
で
あ
る
福
祉
や

教
育
、
中
小
企
業
支
援
の
充

実
、
防
災
対
策
や
放
射
能
汚

染
対
策
の
一
層
の
強
化
を
図

る
こ
と
。
第
二
に
、
文
化
セ

ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

の
使
用
料
値
上
げ
な
ど
新
た

な
負
担
増
を
中
止
す
る
と
と

も
に
、
行
革
の
名
に
よ
る
民

間
委
託
を
中
止
し
、
正
規
職

員
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り

区
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
。
第
三
に
は
、
区
民
の
立

場
で
不
要
不
急
の
事
業
を
削

減
す
る
と
と
も
に
基
金
の
活

用
を
図
り
、
住
民
要
望
に
積

極
的
に
応
え
る
財
源
を
確
保

す
る
と
い
う
３
つ
の
柱
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

今
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党
が
提
出
し
た
次
の
２
本

の
意
見
書
（
案
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
障
が
い
者
等
の
意
見
を
尊
重
し
た
新
た
な
総
合
福

祉
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、
障
が
い
者
や
関

係
者
の
幅
広
い
意
見
を
反
映
し
た
骨
格
提
言
を
最
大
限

に
尊
重
し
た
新
た
な
障
害
者
総
合
福
祉
法
の
制
定
と
財

源
確
保
を
求
め
る
も
の
で
す
。

「
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
促
進
に
関

す
る
意
見
書
」
は
、
地
震
が
発
生
し
た
際
、
救
急
救
命

や
物
資
輸
送
の
緊
急
輸
送
道
路
を
確
保
す
る
建
築
物
に

対
す
る
た
め
、
耐
震
化
助
成
へ
の
財
政
支
援
の
拡
大
を

求
め
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
Ｕ
Ｒ
住
宅
（
旧
公
団
）
自
治
会
の
陳
情
が
採

択
さ
れ
、
「
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
を
公
共
住
宅
と

し
て
継
続
し
、
居
住
者
の
居
住
の
安
定
を
求
め
る
意
見

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

日本共産党が提出した意見書（案）など可決 共
産
党
区
議
団
が
来
年
度
予
算
に
対
す
る
修
正
案
を
提
案

菊
池
議
員
は
、
３
月
１１
日

の
大
地
震
の
際
「
避
難
し
た

体
育
館
の
ト
イ
レ
が
和
式
で

使
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
声

を
受
け
「
災
害
時
や
地
域
の

会
議
な
ど
で
も
使
う
学
校
体

育
館
の
ト
イ
レ
は
た
だ
ち
に

洋
式
化
を
」と
求
め
ま
し
た
。

ま
た
家
計
収
入
が
減
る
中

で
、
制
服
代
や
教
材
費
、
修

学
旅
行
費
な
ど
大
変
に
な
っ

て
い
る
保
護
者
負
担
を
減
ら

す
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
。

と
り
わ
け
、
今
年
度
か
ら
必

修
と
な
る
柔
道
や
剣
道
着
な

ど
、
高
額
の
費
用
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
補
助
を
求
め
ま

し
た
。

区
は
、
今
定
例
議
会
に
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
区
民
館
の
使
用
料
の

値
上
げ
を
提
案
し
ま
し
た
。

区
民
か
ら
は
、
「
暮
ら
し

が
大
変
な
と
き
に
値
上
げ
は

や
め
て
ほ
し
い
」
「
活
動
が

続
け
ら
れ
な
く
な
る
」
な
ど

切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

大
つ
き
か
お
り
議
員
は
、

「
受
益
者
負
担
」
だ
と
言
っ

て
、
区
民
の
負
担
を
ど
ん
ど

ん
引
き
上
げ
る
こ
と
は
「
福

祉
の
増
進
」
と
い
う
施
設
の

設
置
目
的
に
も
反
す
る
と
し

て
値
上
げ
の
撤
回
を
求
め
ま

し
た
。

斉
藤
信
行
議
員
は
、
宮
城

県
女
川
町
の
ガ
レ
キ
を
新
江

東
清
掃
工
場
や
有
明
清
掃
工

場
で
焼
却
す
る
問
題
で
、「
被

災
地
の
ガ
レ
キ
処
理
の
支
援

は
復
興
の
た
め
一
定
程
度
は

必
要
」
と
述
べ
、
「
区
民
が

心
配
し
て
い
る
の
は
、
清
掃

工
場
の
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る

放
射
能
だ
」
と
指
摘
。
「
排

ガ
ス
の
放
射
能
検
査
を
行
っ

て
も
結
果
が
出
る
の
に
二
週

間
も
か
か
り
遅
す
ぎ
る
」「
検

査
結
果
が
迅
速
に
出
せ
る
よ

う
検
査
体
制
を
強
化
す
べ

き
」
と
求
め
ま
し
た
。

�福祉や暮らしを守る施策を拡充
�津波・高潮対策の促進
�住宅耐震補強工事助成事業の拡充
�耐震シェルター設置助成（５０００万円）
�食品の放射能検査体制の拡充
�区民貸し出し用の空間放射線量測定器購入（１３１万円）
�認可保育園の増設（９２４８万円）
�高齢者の介護利用料の軽減対策（４８００万円）
�特別養護老人ホーム増設のための調査費
�民設民営の障がい者・児通所施設への災害用備蓄物資の
支援（１０３３万円）
�中小業者の仕事確保のための住宅リフォーム助成事業の
実施（１億円）
�商店街の空き店舗対策の拡充
�青年就労相談窓口の設置（３９６万円）
�就学援助の拡充
�学校司書配置の拡充（３６１４万円）
�ケースワーカーの増員（１６名）

�負担増、福祉切り捨ての行革の中止
�文化センター、スポーツ施設使用料の値上げ中止
�保育園給食調理業務の民間委託中止
�学校用務、警備業務の民間委託の中止

�不要不急の無駄遣いの中止
�議長・区長交際費の３０％削減（２７９万円）
�副区長を一人に削減（２０００万円）
�地下鉄８号線基金の積増し中止（５億円）
�（株）ゆりかもめへの出資取りやめ（２億４千万円）

学
校
用
務
の
民
間
委
託

は
、
制
度
上
、
掃
除
な
ど
施

設
整
備
中
心
の
ビ
ル
の
管
理

契
約
の
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
れ
で
は
「
子
ど

も
た
ち
が
用
務
員
さ
ん
と
話

す
と
ホ
ッ
と
す
る
こ
と
が
あ

る
」
と
先
生
も
認
め
る
よ
う

な
信
頼
関
係
が
育
め
ず
、
災

害
時
に
子
供
を
守
る
こ
と
も

困
難
に
す
る
。
民
間
委
託
は

教
育
現
場
に
な
じ
ま
な
い
と

指
摘
し
て
中
止
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
電
子
黒
板
や
学
校

司
書
の
拡
充
に
つ
い
て
も
質

問
し
ま
し
た
。

区区
議議
会会
日日
程程（（
予予
定定
））

５
／
２５

臨
時
本
会
議

６
／
５

請
願
陳
情
締
切

１３

本
会
議

１４

本
会
議

１８

企
画
総
務
委
員
会

１９

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

２０

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

２２

清
掃
港
湾
臨
海
対

策

２５

防
災
対
策

２６

ま
ち
づ
く
り
南
北

交
通

２７

医
療
・
介
護
保
険

対
策

２９

本
会
議

生
活
保
護
の
申
請
の
審
査

や
保
護
世
帯
へ
の
支
援
に
あ

た
る
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
足
り
ず
、
一
人

あ
た
り
の
受
け
持
ち
件
数
は

１
０
０
件
を
超
え
、
国
の
基

準
で
定
め
ら
れ
て
い
る
８０
件

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。赤

羽
目
議
員
は
、
き
め
細

か
い
相
談
や
自
立
に
向
け
た

指
導
が
で
き
る
よ
う
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
増
員
を
図
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
「
非
常
勤
職
員
の

増
配
置
等
で
対
応
し
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

赤赤
羽羽
目目
たた
みみ
おお
議議
員員

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
の

自
販
機
設
置
収
入

飲
料
値
下
げ

等
で
利
用
者
に
還
元
へ

きき
くく
ちち
幸幸
江江
議議
員員

正正
保保
みみ
きき
おお
議議
員員

ケースワーカーを増員して

生活保護事業の充実を！

斉斉
藤藤
信信
行行
議議
員員

ガ
レ
キ
焼
却
の
排
ガ
ス
・
放
射
能
測
定
を
迅
速
に

予算委員会での各議員の質問から
すす
がが
やや
俊俊
一一
議議
員員

建
設
労
働
者
の
処
遇
改
善
へ

公
契
約
条
例
制
定
を

文化センター、スポーツ施設、
区民館の使用料値上げは撤回を！

そそ
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第１回定例会の主な議案等に対する各党の態度
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○印は賛成、×印は反対
今議会に区長から７３件の議案が提出され、日本共産党は４８件に賛成、２５件に反対しました。
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主な議案・決議

２０１２年度江東区一般会計予算

２０１２年度国民健康保険会計／２０１２年度介護保険
会計予算／２０１２年度後期高齢者医療会計予算

江東区暴力団排除条例

江東区副区長選任同意方について

・下記の区民施設の使用料を１０～２０％値上げする
条例
（青少年センター・芭蕉記念館・深川江戸資料館
・総合区民センター・文化センター・地域文化セン
ター・江東公会堂・区民体育館・区営運動場・
夢の島総合運動場・区営プール・産業会館及び
商工情報センター・区民館・福祉会館・老人福祉
センター・教育センター・児童館・児童会館）

職員提案制度と海外視察に関する陳情
（採用された提案のほうびとして「１人８０万
円×５人分」の海外視察旅行をやめること）

都市再生機構賃貸住宅を公共住宅として継続し、居
住者の居住の安定を求める意見書提出を求める陳情

予算修正の主なもの
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